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特定非営利活動法人 

日本ࣉロ࢙ࣇッࢩョ࢚ࣝࢼン࢔ࢽࢪ協会 

第㸯㸱回通常総会 

 

ᖹᡂ㸰㸳ᖺ㸴月㸯㸴日 

 

議案 

第 1 号議案 ᖹᡂ㸰㸲ᖺ度活動報告ࠊ及び 

決算ᢎㄆࡢ件 

第㸰号議案 新役員選任ࡢ件 

第㸱号議案 ᖹᡂ㸰㸳ᖺ度活動計画案ࠊ及 

び予算案審議ࡢ件 
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第 㻝 号議案 ᖹ成 㻞㻠 ᖺ度活動報告と決算 

 

ᖹᡂ 「4 ᖺ度事業報告書 

自 ᖹᡂ 「4 ᖺ 4 月 01 日 至 ᖹᡂ 「5 ᖺ 」 月 」1 日 

 

「01「 ᖺ度ࠊࡣInnovative Roles of Professional Engineers in Industry 

企業内ࠕ     ５分  ࠖࡿい࡚考えࡘ࡟役割ࡢ

 ࠋࡓࡋࡲࡾ参࡚ࡗ活動を行ࠊࡆいうテ࣮࣐を掲࡜

ࡁ出来事を࡞いう衝撃的࡜ン事故࢘ࢲࢺ福島第㸯原子力Ⓨ電所メࣝࠊ東日本大震災ࡢ一昨ᖺࠊࡣࢀࡇ

いう࡜うࢁ࡞࡜力ࡿࡍい社会を復元ࡼࡾࡼࠊい࡚深く考えࡘ࡟社会的責任ࠖࡢ࢔ࢽࢪン࢚ࠕ࡟ࡅ࠿ࡗ

問題意識ࡢ延長線ࠕࠊ࡚ࡋ࡜社会 企業ࠕࠖ 私達ࠊ࠿何ࡣ࡜関係ࡁ良ࡢ個人ࠖࠕࠖ ５分 ࡢ組織ࡿࡍ所属ࠊࡣ

中࡛࡝ういう使命を࠿ࡁ࡭ࡘࡶを議論ࡓࡳ࡚ࡋい࡜いうࡽ࠿ࢁࡇ࡜Ⓨࡓࡋテ࣮࣐࡛ࠋࡍ 

本テ࣮࣐࡟直接関連ࡿࡍ事業2012ࠊࡣ࡚ࡋ࡜ ᖺ 6 月 NSPE 会長 Mr. Chris Stone ࣜ࢔ࢽࢪン࢚࡜

ンࢢ企業代表ࡿࡼ࡟懇談会ࡢ開催2012ࠊ ᖺ 7 月 NSPE National Conference @San Diego ࡇࠊࡣ࡛

ࡢ DWH 事故࡜福島原子力Ⓨ電所事故ࡢ࡜比較ࠕࡽ࠿巨大事故防Ṇ࡟ࡵࡓࡢ PE ࢁあ࡛ࡿࡁ࡛ࡀ何ࡣ

う࡜ࠖ࠿いࡓࡗテ࣮࣐࡛ NSPE 役員達࡜意見交換を行い࢚ࠊ࡚ࡋࡑࠋࡓࡋࡲンࣜ࢔ࢽࢪン࣭ࢢビࢪ

ネࢫㄅ 2013ᖺ 1月号Special Interviewࠕ巨大事故࡛考え࢚ࡿンࡢ࢔ࢽࢪ責任 ࠊ࡚ࡋいう記事を通ࠖ࡜

ᡃ々ࡀ 3 月 11 日以来考え࡚ࠕࡓࡁ社会࣭企業࣭࢚ン࢔ࢽࢪ個人ࡢ良ࡁ関係を探࡜ࠖࡿいうテ࣮࣐を

社会࡟対࡚ࡋⓎ信ࠋࡓࡋࡲࡁ࡛ࡀ࡜ࡇࡿࡍ更ࠊ࡟ᢏ術者倫理ࢻ࢔ホッࢡコ࣑テࠕࠊࡣ―࢕日本企業内

ࡢ࡛ PE  ࠋࡓࡋࡲࢀ行わࡀ深い考察ࡢい࡚ࠖࡘ࡟対応࡜課題ࡿࡍᢏ術者倫理ୖ直面ࡀ

 

「01「 ᖺ度ࡢ主࡞具体的活動を以ୗ࡟記ࠋࡍࡲࡋ 

ϸ．会員ࡢ࡬⥅⥆学習࣭ᢏ術向ୖࡢ機会提供ࠊࡵࡓࡢ以ୗを実施ࠋࡓࡋࡲࡋ 

- （５）  㸧ࢺメンࢪネ࣐ࢺࢡ࢙ࢪロࣉࠊ英語力ࠊ国際情勢ࠊ環境ࠊ㸦ᢏ術࣮ࢼ࣑ࢭ

- ࢚ンࢬ࢔ࢽࢪサロン 

Ϲ．５分 ཷ験࣭Ⓩ録支援 

  ５分 ྲྀ得を࢚ࡍࡊࡵン࡟࢔ࢽࢪ向ࠊ࡚ࡅ米国 ５分 制度ࡢ解説や ５分 ཷ験࣭Ⓩ録体験記を集大ᡂࡋ

ࡢࡵࡓࡢ࢔ࢽࢪ日本人࢚ンࠕࠊࡓ ５分  ࠋࡓࡋࡲࡋを編集࣭Ⓨ刊ࠖࢡッࣈࢻンࣁ

ࡓࡲ   ５分 ཷ験࣭Ⓩ録ࡢ࣮ࢼ࣑ࢭ内容を充実ࡉせࠊ関東࡜関西࡛ࢀࡒࢀࡑᖺ 「 回開催ࠋࡓࡋࡲࡋ 

Ϻ．日本࡛実施ࡓࢀࡉ ５分/切分 試験ࡢ支援࣭普及ࠊࡵࡓࡢ以ୗを実施ࠋࡓࡋࡲࡋ 

ձ ５分/切分 試験ࡢ J５分（ 支援 。会場設営補助ࣉࠊロ࣮ࢱࢡ派遣࡝࡞) 

ղ ５分/切分 合格祝賀会を開催 。J５分（ ࡋࡔࡓࠊ(共催ࡢ࡜ 9 月࡛最後ࠋࡓࡋࡲࡋ࡜ 

ϻ．࣐࢞ࢪンを ᖺ 4 回Ⓨ刊ࠋࡓࡋࡲࡋ 

ϼ．３８５分  化学工学ࠊᢏ術士会ࠊ分分８）３ࠊ３８５分ࠊࡌを通࡝࡞ࢺベン࢖ࡢ国内࡛ࠊᖺ次総会参加やࡢ

  会等国内外ࡢ団体ࡢ࡜交流を図ࠋࡓࡋࡲࡾ 

Ͻ．検討ࡢࢫ࣮࢛ࣇࢡࢫࢱ企画࡜実施 

  ձメ࢟ࢩコ湾深海石油開Ⓨ事故࡟関ࡿࡍ情報調査㸸ᡂ果を報告書࣮ࢼ࣑ࢭࡓࡲࠊࡵ࡜ࡲ࡟を

開催ࠋࡓࡋࡲࡋ 

  ղᢏ術者倫理事例研究ࢻ࢔ホッࢡコ࣑ッテ࢕㸸前ᖺ度ࡢᡂ果を報告書ࠋࡓࡋࡲࡵ࡜ࡲ࡟ 

企業内ࠕࡣ今ᖺ度ࠊࡓࡲ    ５分ࠖをษ口࡟検討を進ࠋࡓࡋࡲࡵ 

  ճ࢜࢖ࣂ燃料を考えࡿ研究会㸸今ᖺ度ࡽ࠿新ࠋࡓࡋࡲࡋࢺ࣮ࢱࢫ࡟ࡓ 

  

。文中略称)  

J５分（: ９しご Jaたaそ ５分/切分 分でamじそごr上 （ぞつそ続じl 。日本 ５分࣭切分 試験協議会) 

３８５分: ３a下じぞそal ８ぞ続じご下と ぞさ ５rぞさご上上じぞそal 分そざじそごごr上 

３（分分８: ３a下じぞそal （ぞつそ続じl ぞさ 分でamじそごr上 さぞr 分そざじそごごrじそざ aそ正 ８つrvごとじそざ 

 

 

 

以ୗ࡟ᖹᡂ 「4 ᖺ度࡟行いࡓࡋࡲ事業ࡢ概要を報告ࠋࡍࡲࡋ 
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㸯．会員数ࡢ状況 

 ᖹᡂ 「4 ᖺ 」 月 」㸯日現在 ᖹᡂ 「5 ᖺ 」 月 」㸯日現在 

５分 会員  154  158。+4) 

準 ５分 会員               4」                           48。+5) 

分I９ 会員 1」0   1「5。-5) 

一般会員 」」   」1。-「) 

学生会員 「     「。0)      

  合計  」6「  」64。+「) 

      

㸰.総会開催 第 1「 回通常総会 

ᖹᡂ 「4 ᖺ 6 月 9 日東京ࣛࢢンࢻホテ࡚ࣝ࡟ 

ᖹᡂ 「」 ᖺ度事業࣭決算報告ᢎㄆ 

ᖹᡂ 「4 ᖺ度事業࣭予算計画ᢎㄆ 

新役員ࡢ選任࡜ᢎㄆ 

㸱．理事会開催 通常理事会 計 11 回開催 

㸲．࣮ࢼ࣑ࢭ開催 

 （５）   㸧ࡴ㸦鬼金ｾﾐﾅｰを含࣮ࢼ࣑ࢭ

 （５）  㸧ࢫ㸦英語࣭関西コ࣮࣮ࢼ࣑ࢭ

 特別 （５）    ࣮ࢼ࣑ࢭ

 ５分 ཷ験࣭Ⓩ録࣮ࢼ࣑ࢭ 

 

㸳．記念行事 

 ࢚࣮ࣖ࢖ン࣮ࣃࢻテ࣮࢕ 

 

 ５分ࠊ切分 合格祝賀会㸦1 回㸧  

 

㸴．５分/切分 試験応援㸦日本 ５分࣭切分 試験協議会ࡢ要請ࡿࡼ࡟㸧               

 ５分/切分 試験 。試験会場㸸東京理科大学) 

 ５分/切分 試験 。試験会場㸸東京理科大学) 

 

㸵．࢚ンࢬ࢔ࢽࢪサロン㸦討論会࣭勉強会㸧 

 ࢚ࠕンࢬ࢔ࢽࢪサロン 㸦ࠖ東京㸧 

 

㸶．国際交流 

 ３８５分 

 Aそそつal ２ごご下じそざ㸦８aそ ）じござぞ, （A㸧࡟参加ࠋ    

 

㸷．他ࡢ組織ࡢ࡜交流 

 ᢏ術士会ࠊ化学工学会等 

 

10. J８５分  ンⓎ行ࢪ࣐࢞

 

11. ５分 ཷ験࣭Ⓩ録࣐ࣝ࢔ࣗࢽⓎ刊 

 ࠕ日本人࢚ンࡢ࢔ࢽࢪ為ࡢ ５分  ࠖࢡッࣈࢻンࣁ

 

1「. 検討ࢫ࣮࢛ࣇࢡࢫࢱ 

 メ࢟ࢩコ湾深海石油開Ⓨ事故࡟関ࡿࡍ情報調査 

㸦報告書Ⓨ行࣮ࢼ࣑ࢭࠊ実施㸧 

 ᢏ術者倫理事例研究ࢻ࢔ホッࢡコ࣑ッテ࢕ 

㸦「011 ᖺ度報告書Ⓨ行01」ࠊ「 ᖺ度新テ࣮࣐࡛活動㸧 

 ࢜࢖ࣂ燃料を考えࡿ研究会 

 

15 回。関東 8 回ࠊ関西 7 回) 

10 回 

1 回㸦総会時㸧 

4 回㸦関東 「 回ࠊ関西 「 回㸧 

 

 

ᖹᡂ 「4 ᖺ 1「 月 8 日㸦東京㸧

ᖹᡂ 「4 ᖺ 1「 月 8 日㸦関西㸧 

ᖹᡂ 「4 ᖺ 9 月 8 日㸦東京㸧 

 

 

ᖹᡂ 「4 ᖺ 4 月 15 日 

ᖹᡂ 「4 ᖺ 10 月 「8 日 

 

 

5 回 

 

 

 

ᖹᡂ 「4 ᖺ 7 月 11 日～15 日 

 

 

「 回 

 

4 回 
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部会ࡢ࡜ࡈ活動ࡢ概要を以ୗ࡟示ࠋࡍࡲࡋ 

● 企画部会 ࢚ンࢬ࢔ࢽࢪサロン㸦計 5 回㸧࢚࣮ࣖ࢖ࠊン࣮ࣃࢻテ࣮࢕を開催ࡲࡋ

 ࠋࡓࡋ

ᖹᡂ 「4 ᖺ度事業報告書ࡢ立案ࠊ編集ࠊ校ṇࠊⓎ行をࠋࡓࡋࡲࡋ 

ᢏ術者倫理事例研究ࢻ࢔ホッࢡコ࣑ッテࡢ࢕企画推進を行いࠋࡓࡋࡲ 

● 教育部会 （５） ５２５ࠊ࣮ࢼ࣑ࢭ 㸧を関東関西合࣮ࢼ࣑ࢭ㸦鬼金࣮ࢼ࣑ࢭࢫコ࣮ࡢ

計࡛計 「5 回開催ࠋࡓࡋࡲࡋ 

● 広報部会 行事ࡢ案内ࡼ࠾び記録をⓎ信ࠋࡓࡋࡲࡋ 

分 メ࣮ࣝ５ࠊ࡚࡟分 Ⓩ録支援を含ࡴ各種問合せ対応を行いࠋࡓࡋࡲ 

会員向࡟ࡅ J８５分 作ᡂ文書を࢘ࢲンロ࣮ࡿࡍࢻ機能を࢙࢘࡟ࣈ追加ࡋ

 ࠋࡓࡋࡲ

● 渉外部会 ３８５分 ３ࠊ（分分８ ࡋ各種改ṇ情報を収集࡜交流ࡢ࡜各州ࠊࡾ交流を図࡜

 ࠋࡓࡋࡲࡋ実施ࡶ交流ࡢ࡜ᢏ術士会や化学工学会ࠋࡓࡋࡲ

５分ཷ験࣭ Ⓩ録ࡢ࣮ࢼ࣑ࢭ開催や５分ࣁンࣈࢻッࡢࢡⓎ行を行いࠋࡓࡋࡲ 

● 会員部会 会員募集活動を通࡚ࡋ新規会員を得ࠋࡓࡋࡲ 

５分࣭切分 合格祝賀会５ࠊ分 ཷ験࣭Ⓩ録࣮ࢼ࣑ࢭを開催ࠋࡓࡋࡲࡋ 

５分/切分 試験ࡢ会場設営等支援ࣉࠊロ࣮ࢱࢡ派遣を行いࠋࡓࡋࡲ 

● 会計部会 会計業務全般ࠊ税務署対応を実施ࠋࡓࡋࡲࡋ 

ᖹᡂ 「4 ᖺ度決算報告をࠋࡓࡋࡲࡋ 

ᖹᡂ 「5 ᖺ度予算を作ᡂࠋࡓࡋࡲࡋ 

● 総務部会 理事会ࠊ総会を開催ࠋࡓࡋࡲࡋᖹᡂ 「」 ᖺ度事業報告を都庁ࠊ࡬役員

改ṇ࡟伴う届出書類を法務局ࡼ࠾びࠊ都庁࡬提出ࠋࡓࡋࡲࡋ 

会員部会࡜共同࡛ J８５分  ࠋࡓࡋࡲࡋンをⓎ刊ࢪ࣐࢞

㸦関西ศ会㸧 教育部会࡜共同࡛以ୗ࣮ࢼ࣑ࢭࡢを開催ࠋࡓࡋࡲࡋ 

一般 （５） 「。࣮ࢼ࣑ࢭ 回)ࠊ英語10。࣮ࢼ࣑ࢭ 回)５２５ 鬼金7。࣮ࢼ࣑ࢭ

回) 
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第 㻝 号議案 ᖹ成 㻞㻠 ᖺ度決算 䠄活動計算書䠅   
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第 㻝 号議案 ᖹ成 㻞㻠 ᖺ度決算 䠄貸借対照表䠅   
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第 㻝 号議案 ᖹ成 㻞㻠 ᖺ度決算 䠄財務諸表の注記䠅  
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第 㻝 号議案 ᖹ成 㻞㻠 ᖺ度決算 䠄財産目録䠅   
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第 㻝 号議案 ᖹ成 㻞㻠 ᖺ度決算 䠄比較貸借対照表䠅   
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第 㻝 号議案 ᖹ成 㻞㻠 ᖺ度決算  䠄現金預金残高証明書䠅 
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第 㻝 号議案 ᖹ成 㻞㻠 ᖺ度決算  䠄現金預金及び基盤整備積立金残高証明書䠅   
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第 㻝 号議案 ᖹ成 㻞㻠 ᖺ度決算  䠄現金預金残高証明書䠅  
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 第䠎号議案  新役員選出の件  

 

定款第 㻝㻠 条䛻従い䚸ୗ記新役員候補䛾承認䜢䛚願いし䜎す䚹 

 

役職䠄新䞉再任䠅 氏名 会員番号 所属部会等 

理஦䠄再任䠅 ᕝ村 武也 㼀㼍㼗㼑㼥㼍 㻷㼍w㼍㼙㼡㼞㼍 P㻱-㻜㻝㻡㻝 

会長 

総務部会長 

理஦䠄再任䠅 西ᕝ 理 㻹㼍㼗㼛㼠㼛 㻺㼕㼟㼔㼕㼗㼍w㼍 P㻱-㻜㻜㻤㻠 

副会長䠄筆頭䠅 

広報部会長 

理஦䠄再任䠅 阪井 敦 㼀㼟㼡㼠㼛㼙㼡 㻿㼍㼗㼍㼕 P㻱-㻜㻜㻣㻤 

副会長䠄第஧䠅 

企画部会長 

理஦䠄再任䠅 土屋 㞞彦 㻹㼍㼟㼍㼔㼕㼗㼛 㼀㼟㼡㼏㼔㼕㼥㼍 P㻱-㻜㻜㻞㻡 

渉外部会長 

 

理஦䠄再任䠅 鈴木 央 Y㼡 㻿㼡㼦㼡㼗㼕 P㻱-㻜㻝㻠㻡 

会員部会長 

஦務局長 

理஦䠄再任䠅 岩ୗ 哲 㻿㼍㼠㼛㼟㼔㼕 㻵w㼍㼟㼔㼕㼠㼍 P㻱-㻜㻝㻢㻞 

会計部会長 

 

理஦䠄再任䠅 野本 泰之 Y㼍㼟㼡㼥㼡㼗㼕 㻺㼛㼙㼛㼠㼛 P㻱-㻜㻜㻠㻠 

教育部会長 

 

理஦䠄新任䠅 掛ᕝ 昌俊 㻹㼍㼟㼍㼠㼛㼟㼔㼕 㻷㼍㼗㼑㼓㼍w㼍 P㻱-㻜㻞㻜㻡 

総務副部会長 

教育副部会長 

理஦䠄新任䠅 村瀬 義昭 Y㼛㼟㼔㼕㼍㼗㼕 㻹㼡㼞㼍㼟㼑 P㻱-㻜㻝㻝㻞 

企画副部会長 

 

理஦䠄新任䠅 渋谷 高広 㼀㼍㼗㼍㼔㼕㼞㼛 㻿㼔㼕㼎㼡㼥㼍 P㻱-㻜㻝㻥㻠 

渉外副部会長 

会計副部会長 

理஦䠄新任䠅 柴山 美香 㻹㼕㼗㼍 㻿㼔㼕㼎㼍㼥㼍㼙㼍 P㻱-㻜㻞㻜㻝 

広報副部会長 

 

理஦䠄新任䠅 森口 智規 㼀㼛㼟㼔㼕㼗㼕 㻹㼛㼞㼕㼓㼡㼏㼔㼕 P㻱-㻜㻞㻜㻟 

会員副部会長 

 

┘஦䠄再任䠅 丹ୗ 稔章 㼀㼛㼟㼔㼕㼍㼗㼕 㼀㼍㼚㼓㼑 P㻱-㻜㻜㻡㻡 

 

 

┘஦䠄新任䠅 竹政 一夫 㻷㼍㼦㼡㼛 㼀㼍㼗㼑㼙㼍㼟㼍 P㻱-㻜㻜㻜㻞 
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第䠏号議案 ᖹ成 㻞㻡 ᖺ度 活動計画と予算 

 

ᖹ成 㻞㻡 ᖺ度㻔㻞㻜㻝㻟 ᖺ度㻕 活動計画 

 

自 ᖹ成 㻞㻡 ᖺ 㻠 ᭶ 㻜㻝 日 至 ᖹ成 㻞㻢 ᖺ 㻟 ᭶ 㻟㻝 日 

 

日本䝥ロ䝣䜵䝑䝅ョ䝘䝹䞉䜶ン䝆䝙䜰協会 㻶㻿P㻱 䛿䚸㻞㻜㻜㻜 ᖺ 㻥 ᭶創設䛛䜙 㻝㻠 ᖺ目䜢迎え䜎す䚹会員数䛿創

設時䛾 㻝㻞㻜 名䛛䜙約 㻟㻢㻜 名䛻増え䚸財政基┙も歴代理஦会䛾献身的努力䛻䜘䜚安定し䛶い䜎す䚹 

昨ᖺ 㻢 ᭶䛾ᖺ次総会䛷䛿䚸会員䜘䜚䛂震災以降増した䜶ン䝆䝙䜰へ䛾不信䜢払拭す䜛社会Ⓨ信䜢䛃䛂英語䛷

䛾対外Ⓨ信䜢䛃䛂㻯P㻰 䝉䝭䝘䞊䚸䜶ン䝆䝙䜰サロン䛾再活性化䜢䛃等䛾要望䛜聞䛛䜜䜎した䚹 

不況ୗ䛷も P㻱㻛㻲㻱 試験䛾受験者数及び合格者数䛿漸増傾向䛷す䛜䚸そ䛾一方米国基準䛾学歴評価等

䛻䜘䜚 P㻱 試験合格者䛜米ᕞ P㻱 Ⓩ録䛻䛺䛛䛺䛛辿䜚着䛡䛺い䛸いう課題䛜あ䜚䜎す䚹  

㻶㻿P㻱 䛿米国 P㻱 䝷䜲䝉ン䝇䜢保᭷す䜛あ䜛い䛿保᭷䜢目指す主䛸し䛶日本居住者䛾団体䛷す䛜䚸米国 P㻱

䝷䜲䝉ン䝇䛿日本䛷䛿何䜙法的位置付䛡䛜あ䜚䜎せ䜣䛾䛷䚸わ䜜わ䜜自身䛾国内外䛷䛾存在意義䜢常䛻明

示し䛶いく必要䛜あ䜚䜎す䚹  

以ୖ䛾䜘う䛺状況䜢鑑䜏䚸௒ᖺ度䛿次䛾方針䜢掲䛢䛶活動䜢展開し䛶い䛝䜎す䚹 

 

䠍． 会員䛾価値向ୖ  㻳㼘㼛㼎㼍㼘 㼂㼍㼘㼡㼑 㼠㼛 㼙㼑㼙㼎㼑㼞 㼑㼚㼓㼕㼚㼑㼑㼞㼟 

 従来以ୖ䛻 㻯P㻰 䝉䝭䝘及び䝥ロ䝆䜵䜽䝖䝬ネ䝆䝯ン䝖䝉䝭䝘 䜢展開す䜛䚹 

 地方䚸海外会員へ䛾サ䞊ビ䝇䜢向ୖす䜛䚹㼃㻱㻮 䝉䝭䝘開始も検討す䜛䚹 

 

䠎． 䜶ン䝆䝙䜰䛸いう職業䛾社会認知度向ୖ  P㼡㼎㼘㼕㼏 㼞㼑㼏㼛㼓㼚㼕㼠㼕㼛㼚 㼛㼒 㼑㼚㼓㼕㼚㼑㼑㼞㼕㼚㼓 㼜㼞㼛㼒㼑㼟㼟㼕㼛㼚  

 䜶ネ䝹䜼䞊䜶ン䝆䝙䜰䝸ン䜾䛻関す䜛意見交換䜢行う䚹 

 会員䛾 P㻱 活用体験談䜢収㞟し䚸会員間䛷共᭷す䜛䚹 

 㻶P㻱㻯䠄日本 P㻱䞉㻲㻱 試験協議会䠅䛸も連携し䚸P㻱 䝷䜲䝉ン䝇制度䜢対外Ⓨ信す䜛䚹 

 䝩䞊䝮䝨䞊䝆䛾コン䝔ン䝒䜢整理し䚸見易くす䜛䛸䛸も䛻䚸英語化䜢推進す䜛䚹 

 

䠏． P㻱 制度䛸そ䛾精神䛾日本䛷䛾普及定着 㻰㼛㼙㼑㼟㼠㼕㼏 㼞㼑㼏㼛㼓㼚㼕㼠㼕㼛㼚 㼛㼒 P㻱 㼘 㼕㼏㼑㼚㼟㼡㼞㼑 㼟㼥㼟㼠㼑㼙 

 㻺㻿P㻱 䛸䛾交流䜢⥅⥆す䜛䚹㻶P㻱㻯 䜢௓した 㻺㻯㻱㻱㻿 䛸䛾交流も模索す䜛䚹 

 昨ᖺⓎ行した䛂P㻱 ハン䝗䝤䝑䜽䛃䛾普及䜢図䜚䚸改訂版䛾Ⓨ行䛻備え䜛䚹 

 P㻱 制度䛻関心䜢寄せ䜛国内䛾団体等䛸䛾交流䜢定着させ䜛䚹 

 米ᕞ P㻱 Ⓩ録䜢目指す会員及び非会員䛻対し䚸制度説明等䛾側面支援䜢行う䚹 

 日本版 㻯㼛㼐㼑 㼛㼒 㻱㼠㼔㼕㼏㼟 䛾研究䛺䛹䚸将来䜢見据えた制度研究䜢定着させ䜛䚹 

 

䠐． 会䛸し䛶䛾持⥆性確保  㻿㼡㼟㼠㼍㼕㼚㼍㼎㼕㼘 㼕㼠㼥 㼛㼒 㼛㼡㼞 㼟㼛㼏㼕㼑㼠㼥 

 理஦会隔᭶化  

 䜴䜶䝤会議䝒䞊䝹やソ䞊䝅䝱䝹䝯䝕䜱䜰等䜢活用した䚸会員間交流䛾促進 

 会員数 㻠㻜㻜 名䜢目指す䚹 

 会計䝹䞊䝹䛾明文化䚸会計䝒䞊䝹䛾更新 
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㻞㻜㻝㻟 ᖺ度 日本プロフ䜵ッ䝅ョ䝘ル䜶ン䝆䝙ア協会 行事予定 

 

᭶ 予定行஦ 備考 

㻞㻜㻝㻟 ᖺ 

㻠 ᭶ 

䞉 㻶㻿P㻱 䝬ガ䝆ン䠄春䠅Ⓨ行 䠄㻠 ᭶ 㻝 日䠅 

䞉 㻶P㻱㻯㻛㻺㻯㻱㻱㻿 東京 P㻱㻛㻲㻱 試験支援㻔㻠 ᭶ 㻝㻠 日㻕 

 

㻡 ᭶ 

䞉 東京 㻯P㻰 䝉䝭䝘 䠄㻡 ᭶ 㻝㻤 日䠅 

䞉 東京䜶ン䝆䝙䜰䝈サロン䠄原則第一水曜夜 隔᭶䛷 㻣 回開催䠅 

 

㻢 ᭶ 

䞉 神戸 㻯P㻰 䝉䝭䝘䠄㻢 ᭶ 㻝 日䠅 

䞉 横浜 㻯P㻰 䝉䝭䝘䠄㻢 ᭶ 㻝㻠 日䠅 

䞉 ᖺ次総会㻛特別 㻯P㻰 䝉䝭䝘㻛懇親会 䠄㻢 ᭶ 㻝㻢 日䠅 

䞉 東京 㻯P㻰 䝉䝭䝘 䠄㻢 ᭶ 㻞㻞 日䠅 

 

㻣 ᭶ 

䞉 㻶㻿P㻱 䝬ガ䝆ン䠄夏䠅Ⓨ行䠄㻣 ᭶ 㻝 日䠅 

䞉 神戸 㻯P㻰 䝉䝭䝘䠄㻣 ᭶ 㻢 日䠅 

䞉 東京 㻯P㻰 䝉䝭䝘䠄㻣 ᭶ 㻞㻜 日䠅 

䞉 㻺㻿P㻱 総会䛻参加䠄㻣 ᭶ 㻝㻣 日䛛䜙 㻞㻝 日䠅 

䞉 㻣 ᭶度理஦会 㻔㻣 ᭶ 㻞㻜 日䜎た䛿 㻞㻣 日㻕 

 

㻤 ᭶ 

䞉 㼃㻱㻮 利用 㻯P㻰 䝉䝭䝘#㻝 配信䠄目標䠅 

・ 神戸 㻯P㻰 䝉䝭䝘䠄㻤 ᭶ 㻟 日䠅 

 

㻥 ᭶ 

䞉 東京 P㻱 受験䞉Ⓩ録䝉䝭䝘㻔㻥 ᭶ 㻣 日㻕 

䞉 神戸 㻯P㻰 䝉䝭䝘䠄㻥 ᭶ 㻣 日䠅 

䞉 㻥 ᭶度理஦会 㻔㻥 ᭶ 㻞㻝 日㻕 

䞉 東京 㻯P㻰 䝉䝭䝘䠄㻥 ᭶ 㻞㻝 日䠅 

䞉 神戸 P㻱 受験䞉Ⓩ録䝉䝭䝘㻔㻥 ᭶ 㻞㻤 日㻕 

 

㻝㻜 ᭶ 

䞉 㻶㻿P㻱 䝬ガ䝆ン䠄秋䠅Ⓨ行䠄㻝㻜 ᭶ 㻝 日䠅 

䞉 神戸 㻯P㻰 䝉䝭䝘䠄㻝㻜 ᭶ 㻡 日䠅 

䞉 東京 㻯P㻰 䝉䝭䝘䠄㻝㻜 ᭶ 㻝㻥 日䠅 

䞉 㻶P㻱㻯㻛㻺㻯㻱㻱㻿 東京 P㻱㻛㻲㻱 試験支援㻔㻝㻜 ᭶ 㻞㻣 日㻕 

 

㻝㻝 ᭶ 

䞉 神戸 㻯P㻰 䝉䝭䝘䠄㻝㻝 ᭶ 㻥 日䠅 

䞉 東京 㻯P㻰 䝉䝭䝘䠄㻝㻝 ᭶ 㻝㻢 日䠅 

䞉 㻝㻝 ᭶度理஦会 㻔㻝㻝 ᭶ 㻝㻢 日㻕 

 

㻝㻞 ᭶ 

䞉 㼃㻱㻮 利用 㻯P㻰 䝉䝭䝘#㻞 配信䠄目標䠅 

䞉 東京䜲䝲䞊䜶ン䝗パ䞊䝔䜱㻔㻝㻞 ᭶ 㻣 日㻕 

䞉 神戸 㻯P㻰 䝉䝭䝘䛚䜘び䜲䝲䞊䜶ン䝗パ䞊䝔䜱㻔㻝㻞 ᭶ 㻣 日㻕 

䞉 東京 㻯P㻰 䝉䝭䝘䠄㻝㻞 ᭶ 㻝㻠 日䠅 

 

㻞㻜㻝㻠 ᖺ 

㻝 ᭶ 

䞉 㻶㻿P㻱 䝬ガ䝆ン䠄冬䠅Ⓨ行䠄㻝 ᭶ 㻝 日䠅 

䞉 東京 㻯P㻰 䝉䝭䝘䠄㻝 ᭶ 㻝㻤 日䛚䜘び 㻞㻡 日䠅 

䞉 神戸 㻯P㻰 䝉䝭䝘䠄㻝 ᭶ 㻞㻡 日䠅 

䞉 㻝 ᭶度理஦会 㻔㻝 ᭶ 㻝㻤 日㻕 

 

㻞 ᭶ 

䞉 神戸 㻯P㻰 䝉䝭䝘䠄㻞 ᭶ 㻤 日䠅 

䞉 東京 㻯P㻰 䝉䝭䝘䠄㻞 ᭶ 㻝㻡 日䠅 

 

㻟 ᭶ 

䞉 東京 P㻱 受験䞉Ⓩ録䝉䝭䝘㻔㻟 ᭶ 㻤 日㻕 

䞉 東京 㻯P㻰 䝉䝭䝘䠄㻟 ᭶ 㻝㻡 日䛚䜘び 㻞㻞 日䠅 

䞉 神戸 P㻱 受験䞉Ⓩ録䝉䝭䝘㻔㻟 ᭶ 㻞㻞 日㻕 

䞉 㻟 ᭶度理஦会 㻔㻟 ᭶ 㻝㻡 日㻕 
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